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　周囲を山々に囲まれた京津畑は、い
わば陸の孤島。しかも、高齢化率は高

く、子供は少ない。ともすれば孤立し

てしまう集落だ。何もやるにも、まと

まりや団結力が必要で、それが強い自

治会をつくったのだと思う。
　「食の文化祭」は手作りの祭り。集
落の人たちが心を込めて作った品々

を持ち寄り、よそから来た人を迎える

「京津畑のおもてなしの心」を体現し

た祭りだ。それが口コミやマスコミで

広がって年々来場者が増え、気が付

けば千人の大イベントになっていた。
　地域の連帯感は強い、何をやるにも

一緒だ。文化祭は中学生や高校生も

　災害時の情報提供を兼ね備えたコ

ミュニティＦＭは、各方面から注目を

浴びている。市民の尊い命に関わるこ

となので、「聞けない」状況は許されな

い。情報発信だけでなく、クリアに受

信できるようにすることも自分たちの

仕事だ。聞きづらい場所などがあれば、
すぐに対応していきたい。
　全世帯に配布されるラジオはmade 
in 一関。既存の放送枠にとらわれず、
一関のスタイルにあった放送で皆さん

に愛着を感じてもらえるよう頑張りた

い。「同じラジオで同じ番組を聴く」こ
とは地域の一体感を醸成し、市全体

を一つのコミュニティーに発展させる

菊池建さん
大東地域京津畑自治会会長　79歳　大東町中川
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村上耕一さん
一関コミュニティＦＭ株式会社代表取締役社長　40歳　萩荘

　05年４月、自治会に自主防災組織を

設置した。以来、「訓練なくして組織は

機能しない」をモットーに、避難訓練、
救助訓練や炊き出し訓練などの各種訓

練とこれらを総合的に実践する災害想

定訓練を繰り返し実施してきた。
　東日本大震災では、直後に全世帯

の安否を確かめ、全員の安全を確保し

た。自治会内の被害状況を独自に調査

して「被害状況マップ」を作成した。大
きな被害を受けた気仙沼市や南三陸

町に出向いて支援活動を行った。
　自主防災組織は組織することが目

的ではない。大事なことは災害時に、
それが確実に機能するかどうかだ。一

佐藤幸生さん
藤沢地域第24区自治会防災リーダー　33歳　藤沢町徳田

　単に機能分担することがゾーニング

ではない。そこに住む市民が、自分た

ちのゾーンに対して役割意識を持ち、
自らが動くことが本来の姿だと思う。
　ゾーニングを通して市は「住民起点

から住みよい地域をつくる」意志を示

した。市民からすれば否応なしにゾー

ニングされるわけだから、積極的にま

ちづくりに参加して、自分たちが「わく

わくするような楽しい地域」をつくれば

いいと思う。そのためには、自分たちが

住むゾーンの特性を理解して、その役

割を果たすことに喜びを見い出せるよ

うな取り組みが大事だ。
　検討委員会では「ゾーンというコ

畠中良之さん
中心市街地ゾーニング検討委員会委員長　56歳　山目町
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スタッフとして協力してくれる。特に

誰かが何かを教えたわけではないが、
あいさつとか、思いやりとか、日常の

中で自然に学び、身に付いている。礼
儀正しい子供たちからやさしいお年

寄りまで、みんなが顔見知りで、みん

なが仲良しだからできることなのだと

思う。
　京津畑は、小さな集落というより、
大きな家族という方がふさわしい。こ
こには互いを思いやり、支え合った

り、助け合ったりする「結い」の心が

ある。「団結力」「助け合い」「おもてな

し」、これが元気で快適な京津畑をつ

くる３つの柱だ。

刻を争う事態では、誰がどこで、何を

やっているかなど調べている時間など

ない。日頃から隣近所で互いの家や家

族のことを把握しておくことが重要だ。
まずは最小のコミュニティーである家

庭、次に隣近所、そして自治会と、身近

なところから信頼関係を築いていくこ

とが大事だ。「あの家には、誰が住んで

いて、何をやっていて」など、互いを知

り、おせっかいをやける関係でなけれ

ば尊い命は守れないと思う。
　自主防災活動が活発な自治会は、コ
ミュニティ－がきちんとできている。言
い換えれば、何をやってもまとまりが

あるということだ。

ミュニティーに、その役割にふさわし

い事業や活動を行うための予算とその

執行権がほしい」と提言してきた。
　若い世代で地域を盛り上げる活動

をする人たちが出てくれば、コミュニ

ティーは活発になるし、中心市街地

の賑わいを取り戻すこともできると思

う。人材育成なども含め、行政には全

面的な支援をしてほしい。中東北の拠

点都市を目指す一関市。中でもその中

核を担う一ノ関駅周辺の地域コミュニ

ティー再生は急務だ。これからのまち

づくりは、私たち市民がもっと主体的

に関わって、市民と行政との協働で進

めていかなければならないと思う。

きっかけにもなる。私たちは、震災の被

災体験を未来に生かしていかなければ

ならない。乾電池さえあれば情報を得

られるラジオは、災害時にも機能する。
24時間、必要な情報をいつでも発信で

きる体制を目指す。
　放送にはＣＭも入る。一関の「内需

拡大」に貢献できるコミュニティＦＭ

を目指し、地域経済の発展にも一役買

いたい。目指すは、リスナーである市民

の皆さんと協働で作り上げる双方向の

ラジオ。リスナーからどんどん情報が

寄せられるコミュニティＦＭを目指し、
皆さんと一緒に他に誇れる素晴らしい

コミュニティーをつくっていきたい。




